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家族など無償の介護者支援へ、全国組織の設立
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介
護
は
、生
活
の
な
か
に
あ
る
は
ず 

藤
原　

る
か

　

大
阪
か
ら
山
形
へ
、遠
距
離
高
齢
者
介
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践
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関
わ
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半世紀の歴史をもつ「人形劇団京芸」の創始者であり、日本における人形劇美術・芸術の創造者でも

ある谷ひろしさん（85歳）。

日本の伝統芸能である文楽の歴史と伝統を受け継ぎながら、人形劇に独自に発展させた文楽人形のほ

か、これまでに製作した人形の数は無数。人形づくりのほかにも舞台美術、装置制作、演出、役者とし

て等、かかわった作品の総数は、人形劇、演劇、アニメーション、歌舞伎、オペラなど多岐にわたり、

映画化・テレビ化されたものも含めて約3000作に及ぶ。
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「いい人形は、使い手に“動かされる”のではなく、人形のほうから“こう動かせてくれ”と注文を

出してくるんや。使い手はそんな人形の声を聞きとらにゃいかん」。人と人形が一体となったとき、木

や布や紙でできた人形に命が宿る。



「人形劇団京芸」は、1960年に劇団京芸から分離独立。その楽しくて独創的な人形劇の数々は、子

どもたちに未来を生きる夢と勇気を与え続けてきた。1965年、京都府宇治市の約700坪の敷地に稽古場、

作業場、宿舎のある拠点を構えた。谷さんは劇団（演劇）時代からの創始者で、現在も「人形劇団京芸」

の代表を務めるが、実際の劇団運営は若い世代に任せているという。

稽古場で繰り広げられる若い劇団員たちの次回公演作の練習風景を、２階の窓からそっと眺める谷さ

ん。



今日は月に一度、数名の有志が、谷さんから直々に桐の木彫りの人形づくりを習うため、自宅を訪れ

る日。中庭のウッドデッキが工房になる。「おまえが刃物を信じておらん。刃物もおまえを信じておら

ん」。参加者は谷さんのものづくりに対する思いや哲学に触れながら、一彫り一彫り、人形づくりを学

んでいく。 （本文38ページに関連記事があります）（写真・文　根津眞澄）

人形劇団京芸の人形たち。どれも表情が豊かだ。
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「
わ
た
し
た
ち
の
社
会
に
は
、
暮
ら
し
て
い
く
の
に
介
護
が
必
要
な
人
が
い
ま
す
。
障
害
を
も
つ

人
や
、
病
気
や
け
が
で
療
養
中
の
人
、
支
え
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
身
体
的
・
精

神
的
・
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
、
将
来
の
見
通
し
を
も
て
な
い
ま
ま
、
そ
の
人
た
ち
の
介
護
を
し
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
…
…
介
護
者
が
、
自
身
の
現
在
の
生
活
や
将
来
の
人
生
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
介
護
が
、
ほ
ん
と
う
に
よ
い
介
護
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
人
は
、
自
分
の
た
め
に
介
護
者
が
人
生
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

誰
も
が
『
尊
厳
あ
る
個
人
』
と
し
て
、
そ
の
生
き
方
を
自
己
決
定
す
る
『
権
利
』
を
も
っ
て
い
ま
す
。

身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
な
負
担
の
す
べ
て
を
介
護
者
自
身
に
負
わ
せ
て
き
た
社
会
を
変
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

こ
れ
は
、
去
る
六
月
七
日
に
発
足
し
た
ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
な
ど
無
償
の
介
護
者
）
連
盟
の
結
成
宣
言

の
一
部
で
す
。

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
「
無
償
の
介
護
者
」
を
意
味
し
、
ア
メ
リ
カ
英
語
の
ケ
ア
ギ

ヴ
ァ
ー
と
同
じ
意
味
で
広
く
国
際
社
会
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

日
本
は
介
護
休
暇
制
度
を
除
い
て
、
介
護
者
を
直
接
の
支
援
対
象
に
す
る
法
制
度
を
有
し
て
い
ま

せ
ん
。
先
進
国
の
な
か
で
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
り
、
要
介
護
者
の
支
援
や
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
労
働

条
件
の
改
善
と
併
せ
て
介
護
者
支
援
を
明
示
す
る
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）、

あ
る
い
は
経
済
協
力
開
発
機
関
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）
な
ど
の
基
本
的
な
立
場
と
も
異
な
り
ま
す
。

各
国
に
お
け
る
介
護
者
支
援
が
介
護
者
団
体
な
ど
の
丹
念
な
調
査
を
踏
ま
え
た
政
策
提
言
に
後
押
し
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さ
れ
な
が
ら
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
連
盟
の
発
足
は
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま

す
。連

盟
は
、
①
介
護
さ
れ
る
人
、
す
る
人
の
両
当
事
者
が
共
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。
②
無
理
な
く
介

護
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。
③
介
護
者
の
社
会
参
加
を
保
障
し
、
学
業
や

就
業
は
も
と
よ
り
趣
味
や
社
交
、
地
域
で
の
活
動
な
ど
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
④
介
護

者
の
経
験
と
人
び
と
の
介
護
者
へ
の
理
解
と
配
慮
が
共
に
生
か
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ

ら
四
つ
の
基
本
目
標
に
沿
い
な
が
ら
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、
盧
介
護
者
の
現
状
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
。
盪
介
護
者
の
多
様
な
必
要
性
に
対
応
し
た
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
。
蘯
介
護
者
支
援
を
実

現
す
る
た
め
の
法
制
度
の
整
備
を
図
る
こ
と
。
以
上
三
つ
の
目
的
に
沿
っ
て
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

発
足
集
会
で
は
、
精
神
障
害
者
を
看
る
介
護
者
と
、
認
知
症
を
患
う
人
の
介
護
者
、
及
び
知
的
障

害
者
を
看
る
介
護
者
か
ら
の
発
言
が
あ
り
、
三
氏
と
も
介
護
者
の
社
会
的
な
孤
立
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
疲
れ
殺
人
の
現
実
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、
介
護
殺
人
が
介
護
保
険
制

度
の
発
足
後
も
減
っ
て
い
な
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
四
月
〜
六
月
に
実
施
さ
れ
た
介
護
者
支

援
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
緊
急
調
査
の
中
間
集
計
結
果
も
公
表
さ
れ
、
介
護
者
本
人
に
対
す
る
多
様
な

支
援
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

連
盟
は
事
務
所
を
構
え
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
い
ず
れ
も
一
三
時
か
ら
一
七
時
に
開
設
し
て

い
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
、
〇
三
―
五
三
六
八
―
一
九
五
六
で
す
。

みとみ　きよし
立命館大学大学院経済学研究科博士課程修了。静岡大学人文学
部教授。経済学博士（立命館大学）、社会福祉学博士（大阪府
立大学）、社会学博士（立命館大学）。
第４回野村平爾賞受賞、第7回社会政策学会賞受賞。
主な著書『イギリスのコミュニティケアと介護者―介護者支援
の国際的展開―』（ミネルヴァ書房、2008年）、『欧米のケアワ
ーカー―福祉国家の忘れられた人々―』（ミネルヴァ書房、
2005年）、『欧米の介護保障と介護者支援―家族政策と社会的包
摂、福祉国家類型論―』（ミネルヴァ書房、近刊）。
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地域から問う
高齢者介護の願いと現実

私たちは、「いつでも、どこでも、誰でも、安心して、人として生きる」。それ

は、平和憲法のある日本の高齢者の権利として捉えています。それが普通だと思

える社会をめざしてきました。だから介護の制度も、尊厳のある視点でこそ成立

するものであって、高齢期の人としての自由権や社会権を奪うような制度は、人

として生きることから逸脱すると主張してきました。

今回の特集では、制度に影響されつつも、その地域で、高齢期を人として生き

ることを支え、主張し、自らの生き方とオーバーラップさせ、福祉実践に取り組

んでいる人たちに登場してもらいました。先進的な事例ではなく、ごく普通の事

例だと考えています。

多くの高齢者世帯は、実に質素に、限られた収入を握りしめ、地域から離れる

ことなく、節約の生活を過ごしています。不十分な制度を活用することすら限界

を超えている貧困の現実と加速化も浮き彫りにされています。私たちは、高齢者

の生活問題の改善を切り離さずに、高齢者介護を高齢者福祉として考えなければ

なりません。 (編集主幹)

特 集

福祉のひろば　2010―9
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あ
い
さ
つ
す
る
時
間
帯
は
自
費
？

「
一
番
驚
い
た
の
は
、
通
院
の
行
き

帰
り
に
、
立
ち
止
ま
っ
て
〝
ご
あ
い
さ

つ
〞
す
る
時
間
帯
は
〝
自
費
〞
と
い
う

判
断
で
す
ね
」。

石
丸
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま

す
。「

テ
レ
ビ
で
も
新
聞
で
も
、〝
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
コ
ミ
ュ

石
丸
富
美
子
さ
ん
（
七
九
歳
）
は
、

ヘ
ル
パ
ー
の
援
助
で
毎
週
二
回
の
通
院

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
悪
化

か
ら
要
介
護
２
の
判
定
が
出
て
い
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
見
る
と
要

介
護
３
以
上
の
判
定
が
妥
当
な
身
体
状

態
と
生
活
状
態
で
す
。

Ｃ
Ｍ
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
説
明

に
よ
れ
ば
、
要
介
護
３
以
上
は
「
お
金

の
管
理
が
出
来
る
」
人
に
は
判
定
が
出

な
い
、
と
い
う
理
由
で
し
た
。
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
私
は
こ
の
よ
う
な
判
定

に
疑
問
を
持
ち
ま
す
が
、
ご
本
人

は
「
介
護
度
が
上
が
っ
て
も
使
え

な
い
ん
だ
か
ら
」
と
い
た
っ
て
冷

静
に
お
っ
し
ゃ
り
、
こ
の
間
の
介

護
保
険
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

必要な介護は、
生活のなかにあるはず

ホームヘルパー 藤原
ふじわら

るか
（共に介護を学びあい・励ましあいネットワーク）

利用者の石丸さん（手前）と筆者


